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令和５年（2023 年）７月 30 日

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

小
林　

俊
之
氏
（
再
任
）

　

石
井　

辰
男
氏
（
再
任
）

　

江
田　

早
苗
氏
（
再
任
）

　

藤
沼　

良
典
氏
（
再
任
）

　

山
本　

達
也
氏
（
再
任
）

　

石
井　

昭
広
氏
（
新
任
）

　

伊
藤　
　

薫
氏
（
新
任
）

　

海
老
澤
成
行
氏
（
新
任
）

　

髙
麗　

千
織
氏
（
新
任
）

　

小
林　

孝
司
氏
（
新
任
）

　

小
林　

孝
治
氏
（
新
任
）

　

宍
戸　

啓
次
氏
（
新
任
）

　

島
田　
　

功
氏
（
新
任
）

　

白
鳥　

邦
彦
氏
（
新
任
）

　

高
橋　

克
弘
氏
（
新
任
）

　

髙
��　

寛
幸
氏
（
新
任
）

　

田
中　

邦
明
氏
（
新
任
）

　

田
中　

雅
之
氏
（
新
任
）

　

原
嶋　

茂
夫
氏
（
新
任
）

　

峯
岸　

幸
輔
氏
（
新
任
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

山
本　

正
和
氏
（
再
任
）

　

渡
邉　

晃
男
氏
（
再
任
）

　

根
岸　

洋
子
氏
（
再
任
）

◆
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

久
野　

暢
彦
氏
（
新
任
）

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
億
１
千
963
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
796
億
７ 

千
106
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
補
正
予
算
の
内
容
は
、
歳

出
予
算
で
は
、
民
生
費
で
、
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
給
付
金
給
付
事
業

費
の
計
上
を
行
う
も
の
で
す
。

歳
入
予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
計
上
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
令
和
５
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
千
951
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
798
億
６ 

千
58
万
８
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。
補
正
予
算
の

内
容
は
、
歳
出
予
算
で
は
、
総

務
費
で
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
推
進
関
係
費
の
増
額
、
民

生
費
で
、
認
可
外
保
育
施
設
利

用
助
成
事
業
費
の
増
額
、
保
育

所
等
利
用
多
子
世
帯
負
担
軽
減

事
業
費
の
増
額
、
保
育
施
設
等

安
全
対
策
事
業
費
の
増
額
、
子

例
に
関
す
る
条
例

　

三
鷹
市
副
市
長
定
数
条
例
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
５

年
４
月
30
日
現
在
市
長
の
職
に

あ
る
者
の
在
任
期
間
に
限
り
、

地
方
自
治
法
第
161
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
副
市
長
の
定

数
を
３
人
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
吉
村
昭
書
斎
条
例

　

吉
村
昭
の
業
績
を
顕
彰
し
、

広
く
市
民
の
教
養
と
文
化
の
向

上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
文

学
を
通
し
た
三
鷹
の
魅
力
を
発

信
し
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
三
鷹
市
吉
村
昭
書
斎
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

第
２
回
定
例
会

可

決

し

た

議

案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

人
　
事

指
定
管
理
者
の
指
定

ど
も
・
子
育
て
基
金
積
立
金
の

増
額
、
土
木
費
で
、
自
転
車
安

全
利
用
推
進
事
業
費
の
増
額
、

教
育
費
で
、
幼
稚
園
安
全
対
策

事
業
費
の
増
額
を
行
う
も
の
で

す
。
歳
入
予
算
で
は
、
保
育
所

保
育
料
負
担
金
の
減
額
、
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
事
務
費
補

助
金
の
増
額
、
保
育
対
策
総
合

支
援
事
業
費
補
助
金
の
増
額
、

保
育
所
等
利
用
多
子
世
帯
負
担

軽
減
事
業
補
助
金
の
増
額
、
認

可
外
保
育
施
設
利
用
支
援
事
業

補
助
金
の
増
額
、
送
迎
バ
ス
等

安
全
対
策
支
援
事
業
補
助
金
の

増
額
、
自
転
車
安
全
利
用
促
進

事
業
補
助
金
の
増
額
、
財
政
調

整
基
金
と
り
く
ず
し
収
入
の
増

額
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
第
１
期
棟

の
買
入
れ
に
つ
い
て

　

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
を
産
業
振

興
の
中
核
施
設
と
し
て
維
持
・ 

強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、 

第
１
期
棟
の
買
入
れ
を
行
う
も 

の
で
、
買
入
れ
価
格
は
１
億
９ 

千
380
万
円
で
す
。

移築前の吉村昭書斎

◆
三
鷹
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処

す
る
た
め
の
防
疫
等
作
業
手
当

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
個
人
市
民
税
関
係
に
つ

い
て
優
良
住
宅
地
造
成
等
の
た

め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合

の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税

特
例
の
適
用
期
限
の
延
長
等
を

行
う
と
と
も
に
、
軽
自
動
車
税

関
係
に
つ
い
て
燃
費
・
排
ガ
ス

不
正
行
為
へ
の
対
応
を
強
化

し
、
納
付
不
足
額
を
徴
収
す
る

際
に
加
算
す
る
割
合
の
引
き
上

げ
等
を
行
う
ほ
か
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
新
た
に
建
築
物
の
容
積

率
の
特
例
認
定
申
請
手
数
料
、

建
築
物
の
高
さ
の
特
例
許
可
申

請
手
数
料
及
び
高
度
地
区
に
お

け
る
建
築
物
の
高
さ
の
特
例
許

可
申
請
手
数
料
を
定
め
る
と
と

も
に
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
事

務
に
一
団
地
の
総
合
的
設
計
制

度
・
連
担
建
築
物
設
計
制
度
に

お
け
る
大
規
模
の
修
繕
又
は
大

規
模
の
模
様
替
に
係
る
特
例
認

定
申
請
等
の
審
査
事
務
を
追
加

す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

入
浴
介
助
に
お
け
る
家
族
等

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

申
告
書
を
提
出
す
る
際
の
確

認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
の
他
に
雇
用
保
険

受
給
資
格
通
知
を
提
示
で
き
る

こ
と
と
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
副
市
長
の
定
数
の
特

財
産
の
取
得

◆
三
鷹
市
吉
村
昭
書
斎
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

三
鷹
市
吉
村
昭
書
斎
の
指
定

管
理
者
に
、
こ
れ
ま
で
に
市
の

芸
術
文
化
施
設
の
運
営
実
績
を

有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
今

後
の
事
業
実
施
計
画
や
収
支
計

画
の
内
容
が
適
正
で
あ
る
こ
と

等
の
理
由
に
よ
り
、
令
和
５
年

９
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
の
２
年
７
か
月
間
を

指
定
期
間
と
し
て
、
公
益
財
団

法
人
三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

財
団
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

意
見
書

◆

給
特
法
の
見
直
し
及
び
教
員

の
働
き
方
改
革
の
促
進
を
求
め

る
意
見
書

　

文
部
科
学
省
が
２
０
２
３
年

４
月
に
公
表
し
た
教
員
勤
務
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
国
が
定
め

た
上
限
を
超
え
る
残
業
を
し
て

い
た
教
員
の
割
合
が
小
学
校
で 

64
・
５
％
、
中
学
校
で
77
・
１
％

と
な
り
、
中
学
校
教
諭
の
36
・
６

％
が
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て

働
い
て
い
る
な
ど
、
依
然
と
し 

て
苛
酷
な
労
働
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
教
員
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
休
職
者

の
増
加
や
教
職
希
望
者
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
深
刻
な
教
員
不

足
に
陥
っ
て
い
る
。
１
９
７
１

年
に
制
定
さ
れ
た
給
特
法
（
公

立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教

育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
）
で
は
、
教
員
の
職
務

と
勤
務
態
様
に
特
殊
性
が
あ
る

と
し
て
、
一
律
に
給
与
月
額
の

４
％
を
「
教
職
調
整
額
」
と
し
て

支
給
し
、
時
間
外
勤
務
手
当
を

支
給
し
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
実
質
的
に
は
調
整
額

相
当
を
超
え
る
以
上
の
残
業
を

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

時
間
外
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
定
額

働
か
せ
放
題
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
実
態
が
あ
る
。
永
岡
桂
子

文
部
科
学
大
臣
は
２
０
２
３
年

５
月
、
中
央
教
育
審
議
会
に
、

教
員
の
処
遇
改
善
や
働
き
方
改

革
、
学
校
の
体
制
充
実
に
つ
い

て
諮
問
し
た
が
、
教
職
調
整
額

の
増
額
だ
け
の
対
応
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
教
員
が
一
人
一

人
の
子
ど
も
に
ゆ
っ
く
り
向
き

合
う
た
め
に
、
給
特
法
の
見
直

し
、
適
正
な
時
間
外
勤
務
手
当

の
支
給
、
教
職
員
の
業
務
削
減
、

教
職
員
定
数
の
改
善
、
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入
、
学
校

教
育
を
支
え
る
専
門
家
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
充
実
と
い
っ
た
働

き
方
改
革
が
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
給
特

法
の
見
直
し
及
び
教
員
の
働
き

方
改
革
の
促
進
を
求
め
る
。

◆

学
校
給
食
費
無
償
化
に
関
す

る
意
見
書

　

昨
今
の
物
価
高
騰
は
市
民
生

活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
特
に
子

育
て
世
帯
の
家
計
へ
の
影
響
は

大
き
く
早
急
な
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
令
和

４
年
７
月
よ
り
、
物
価
高
騰
等

に
直
面
し
て
い
る
小
・
中
学
校

に
対
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や

量
を
保
っ
た
学
校
給
食
を
引
き

続
き
実
施
す
る
た
め
、
学
校
給

食
の
食
材
費
高
騰
分
を
独
自
に

支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、
全
国

的
に
も
公
立
小
・
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
を
実
施
、
あ
る
い

は
検
討
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
一
方
、
恒
久
的
な
財
源

確
保
、
私
立
学
校
と
の
公
平
性
、

学
校
給
食
は
保
護
者
の
負
担
と

す
る
と
い
う
法
的
な
問
題
か
ら

実
施
に
は
慎
重
な
自
治
体
が
多

い
の
が
現
実
で
あ
る
。
憲
法
第

26
条
で
は
「
義
務
教
育
は
、
こ

れ
を
無
償
と
す
る
」
と
し
て
お

り
、
教
科
書
と
同
様
に
食
育
で

あ
る
学
校
給
食
も
無
償
に
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
地
域
格
差
が
な
い
よ

う
、
全
国
的
な
学
校
給
食
費
無

償
化
に
向
け
た
法
整
備
、
支
援

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

◆

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
の
実
施

に
つ
い
て
再
考
を
求
め
る
意
見

書
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
深
刻
な

物
価
高
騰
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
市
民
の
仕
事
や
生
活
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
は
２
０
２
３
年
10
月

よ
り
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
た
場
合
、
多
く
の
免
税
事

業
者
が
取
引
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
の
発
行
を
求
め
ら
れ
課
税
事

業
者
に
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
仮
に
建
設
業
の
一
人

親
方
が
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
に

よ
り
課
税
事
業
者
と
な
っ
た
場

合
、
年
収
500
万
円
で
約
18
万
円

も
の
新
た
な
税
負
担
と
な
る
。

さ
ら
に
仕
入
れ
税
額
控
除
を
行

う
た
め
に
は
、
税
率
ご
と
の
請

求
書
の
仕
分
な
ど
膨
大
な
実
務

負
担
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
で
、
個
人
事
業
者
に
お
け

る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
は
４
月

末
時
点
で
43
・
２
％
と
依
然
と

し
て
登
録
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

十
分
に
周
知
が
行
わ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

政
府
は
、
免
税
事
業
者
の
税
負

担
・
事
務
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
と
し
て
制
度
導
入
か
ら
３
～

６
年
間
の
特
例
措
置
を
設
け
た

が
、
制
度
を
複
雑
化
さ
せ
る
こ

と
で
現
場
で
は
よ
り
混
乱
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
、
建
設
業
、
タ
ク

シ
ー
業
界
、
ア
ニ
メ
業
界
、
声

優
業
界
な
ど
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で

働
い
て
い
る
免
税
事
業
者
を
は

じ
め
、
ほ
ぼ
全
て
の
人
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
こ
の
ま
ま
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

多
く
の
事
業
者
が
事
業
継
続
の

瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
経
済
の
停
滞
を
引

き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
、

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
次

の
項
目
を
求
め
る
。
⑴
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
２
０
２
３

年
10
月
か
ら
の
実
施
に
つ
い
て

再
考
す
る
こ
と
。

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ


